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　岡谷市は版画家・武井武雄が生まれ育ち、信州の版画活動

の原点となった「双燈社版画部会」があったまちです。その

伝統は今でも生き続け、市民の版画活動が盛んであり、学校

でも版画学習に力が注がれています。 

　そうした土壌をふまえて、平成6年から、市内小学校児童

版画展が毎年開催されています。今年も、子どもたちがとら

えた自由な発想と大胆な構図の多彩な版画が出品されます。 

　個性溢れる児童の力作をご覧ください。 

第11回 

2004年　2月22日（日）まで　 

　■会　場　　市立岡谷美術考古館　３階美術展示室 
　　　　　　　　15２２－５８５４ 
　■時　間　　午前９時～午後５時 

　■休館日　　2月2日、9日、12日、16日 

　■入館料　　大人３５０円（250円） 
　　　　　　　小人１５０円（100円） 
　※市内小・中学生、市内在住・在学高校生は無料 
　　（　）内は団体料金 

日　時　2月20日（金）　午後１時30分～３時30分 
会　場　イルフプラザ・カルチャーセンター 
　　　　第１・２多目的ホール 

講　師　ビーズアート　高山　恵子　先生 

持ち物　はさみ、薄い箱または小皿２つ、筆記用具 

材料費　８００円　　定　員　２５名《先着順》 

申込み　生涯学習のボランティア会　 
問合せ　会長　横内達夫さん（123－2962） 

◆日　時　2月21日（土）　 
　　　　　開演 午後1時30分～／午後6時30分～（2回公演） 
◆場　所　イルフプラザ・カルチャーセンター 
　　　　　【ダンス音楽室】 
◆問合せ　イルフプラザ・カルチャーセンター 
　　　　　

124－8401　524－8442

第８回市民学習会 第８回市民学習会 第８回市民学習会 
主催：生涯学習のボランティア会 

　第10回 
岡谷市教育委員会賞 

「馬をとびこえろ!!」 
下島　実樹さん（神明小２年） 

イルフプラザ・カルチャーセンター 
男女共生事業・ホリデイスクエア 

そうとうしゃ 

あふ 
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成 人 学 校 成 人 学 校 成 人 学 校 
受講資格…市内に在住または勤務している16歳

以上の方（学生は除く） 
受 講 料…１科目　1,000円 
申 込 み…各公民館の申し込み受付日時に受講

料等を添えてお申し込みください。 
　　　　　定員になり次第締め切ります。 

川岸公民館 123－2200　523－1681

湊 公 民 館 122－2300　523－1598

日
　
時 

  

定
　
員 

講
　
師 

 
持
ち
物 

 

申
込
み 

３
月
３
日
〜
24
日 

毎
週
水
曜
日
〔
全
４
回
〕 

午
後
７
時
〜
９
時 

24
人 

市
社
会
教
育
指
導
員 

　
赤
羽
　
昭
光
　
先
生 

筆
記
用
具
、 

個
人
名
電
話
帳（
１
回
目
の
み
） 

２
月
９
日
（
月
） 

午
前
８
時
30
分
〜 

　
身
の
回
り
に
あ
る
数
字
の
不
思
議
に
つ

い
て
、
お
も
し
ろ
・
お
か
し
く
学
び
ま
す
。

あ
し
た
使
え
る｢

へ
え
〜
！｣

の
連
続
で
す
。 

日
　
時 
  

定
　
員 

講
　
師 

  

服
　
装 

持
ち
物 

申
込
み 

３
月
４
日
〜
25
日 

毎
週
木
曜
日
〔
全
４
回
〕 

午
前
10
時
〜
正
午 

15
人 

湊
公
民
館
学
習
グ
ル
ー
プ 

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
み
な
と
」
の

み
な
さ
ん 

運
動
の
で
き
る
支
度 

運
動
靴
（
上
履
き
） 

２
月
９
日
（
月
） 

午
前
８
時
30
分
〜 

　
運
動
不
足
、腰
痛
・
肩
こ
り
に
効
果
の
あ

る
簡
単
に
で
き
る
体
操
を
学
び
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時 

  

定
　
員 

講
　
師 
 

持
ち
物 

材
料
費 

申
込
み 

２
月
16
日
〜
３
月
８
日 

毎
週
月
曜
日 

〔
全
４
回
〕 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

30
人 

ユ
ニ
ー
ク
な
お
す
し
屋
さ
ん 

　
小
平
　
晴
勇
　
先
生 

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

５
０
０
０
円
（
４
回
分
） 

２
月
９
日
（
月
） 

午
後
６
時
30
分
〜 

〜
う
れ
し
い
…
楽
し
い
…
食
べ
る
芸
術 

 

　
巻
き
ず
し
が
ア
ー
ト
に
大
変
身
。
可
愛

ら
し
く
面
白
く
、
お
い
し
い
「
細
工
ず
し
」

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

日
　
時 

  

定
　
員 

講
　
師 

  

持
ち
物 

申
込
み 

２
月
17
日
〜
３
月
９
日 

毎
週
火
曜
日
〔
全
４
回
〕 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

30
人 

元
新
倉
区
誌
編
さ
ん
委
員 

山
　
達
男
先
生
、
三
澤
巌
先
生
、

田
中
泰
治
先
生 

筆
記
用
具 

２
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時
〜 

よ
み
が
え
る
年
中
行
事

よ
み
が
え
る
年
中
行
事 

よ
み
が
え
る
年
中
行
事

よ
み
が
え
る
年
中
行
事 

よ
み
が
え
る
年
中
行
事 

　
正
月
か
ら
師
走
ま
で
、
先
人
が
生
活
の

中
に
祈
り
や
願
い
を
込
め
、
今
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
「
年
中
行
事
や
地
域
の
歴
史
」

を
次
世
代
の
担
い
手
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

学
び
ま
せ
ん
か
。 

図書館 

期　日…毎週土曜日 
時　間…午後３時からと午後３時30分からの２回 

乳幼児向けの絵本の読み聞かせ・パネルシアター・
紙芝居など…。 
期　日…２月17日（火）  時　間…午前10時30分から 

15２２－２０３１ 

2月の児童書 
テーマブックス おいしい本 おいしい本 

　長地公民館で「ポーセラーツ」を体験してみませんか？
転写シールを使って自分だけのオリジナルの器が作れます。 
１作品目  マグカップ・湯のみ・ケーキ皿から選択し作製 

２作品目  オーバルプレートで表札またはウェルカムプレート作製 

日　時　２月27日、３月５日　金曜日　全２回 
　　　　午後７時30分～９時 
定　員　10名 
持ち物　はさみ　　材料費　1,500円（１作品） 
講　師　森のアトリエ専属講師　萩原　伸子　先生　 
申込み　２月９日（月）午前８時30分から直接窓口、 
　　　　電話（127－8080）にて受付 

長地公
民館 

き
ん 
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だける方、お子さんのス 
話題を募集しています！ 
課まで。 
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１
月
10
日
、
イ
ル
フ
プ
ラ
ザ
４
階
で
開
催
さ

れ
た
岡
谷
絹
工
房
の
「
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
展
」

に
行
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
展
」
は
、
今
年
で

５
回
目
。
会
場
に
は
、
研
修
生
の
み
な
さ
ん
が

製
作
し
た
「
　
（
あ
し
ぎ
ぬ
）」
の
作
品
が
、

た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
使
い
や

す
そ
う
で
、
手
作
り
の
あ
た
た
か
さ
が
伝
わ
る

作
品
で
し
た
。
ま
た
、
色
合
い
や
製
作
方
法
な

ど
が
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
手
作
り

の
良
さ
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
表
現
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

　「
シ
ル
ク
岡
谷
」
の
発
展
に
、
長
年
努
力
な

さ
っ
て
い
る
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

宮
坂
博
文
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　「
感
性
を
表
現
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
け

れ
ど
、
研
修
生
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
作
り
手
の

心
が
込
め
ら
れ
た
高
い
感
性
の
も
の
づ
く
り
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
岡
谷
に
絹
の
痕

跡
を
残
し
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。」

と
の
こ
と
。 

　
ま
た
、
　
に
つ
い
て
、「
と
き
に
は
扱
い
に

く
い
「
　
」
で
す
が
、
節
だ
ら
け
で
し
ぶ
い
と

こ
ろ
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
作
品
に
適
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
ネ
ク

タ
イ
、
ス
カ
ー
フ
は
、
し
わ
に
な
ら
な
い
、
よ

じ
れ
な
い
と
評
判
が
良
い
の
で
、
東
京
へ
の
流

通
に
の
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。」
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　「
製
糸
の
置
き
土
産
で
あ
る
「
　
」
は
、
世

界
中
ど
こ
に
も
な
い
、
岡
谷
だ
け
の
も
の
で
す
。

海
外
ま
で
も
、
使
い
手
が
感
動
し
、
生
活
の
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
種
ま
き
が
で
き
た
ら
い
い

で
す
ね
。」
と
今
後
の
夢
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
遠
く
、
奈
良
時
代
に
信
濃
の
国
か
ら
朝
廷
へ

献
上
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
「
　
」
の
歴
史
と
文

化
。
そ
の
奥
深
さ
と
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

浜 まゆみさんの 

岡谷市 ここが知りたい 

きぬのふるさと 
岡谷絹工房 

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
　
浜
ま
ゆ
み 

さ
ん 

は
ま 

テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
　
宮
坂
博
文 

さ
ん 

み
や
さ
か
ひ
ろ
ふ
み 
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こ
ん 

せ
き 

問１　今年度実施した基本健康診査で
約何割の人が検査値に異常？ 

答え　①約６割　②約７割　③約８割 

問２　高脂血症とは、血液中の何の量
が異常に増えている状態のこ
と？ 

答え　①糖分　②脂質　③塩分　 

問３　市民総参加のまちづくりをさら
に推進するため何の制定をめざ
す？ 

答え　①基本条例　②基本計画 
　　　③基本理念　 

ヒント…特集を読むと…。 

◆広報クイズ応募方法 
はがきに、答えの番号、住所、氏名、年齢、電話番号をお書
きになり、広報クイズ係《〒394-8510 岡谷市役所（住所
不要）》まで。2月20日の消印まで有効。ひと言書きそえて
くださるとうれしいです。（ひと言は15日号の「みんなの声」
のコーナーへ掲載させていただく場合があります） 

◎前回の答え（１／１）と当選者 
　問１－②合併と岡谷　　問２－③８人 
　問３－①循環型社会 
正解総数15通（応募総数15通）の中から抽選で、宮部
リウ子さん（銀座１）、佐藤美佐子さん（若宮１）、小
口誠さん（郷田２）、原ミセさん（赤羽１）、斉藤秀雄
さん（長地出早１）に記念品をお送りします。 

　今年は暖かい冬だと思っていまし
たが、１月に入ると急に冷え込みが
厳しくなりました。こたつにあたっ
て広報をじっくり読んで、クイズに
も答えてみてね。 



�

一品料理を紹介していた 
ナップ写真、また身近な 

地域振興 
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向上心を忘れずに 
いろいろなことに取り組みたい 

三澤まり子さん 
　み　さわ　　　　　こ 

（川岸中２） 

　
信
濃
毎
日
新
聞
社
発
行
の
『
週

刊
す
わ
』
の
記
者
を
し
て
い
る
、

三
澤
ま
り
子
さ
ん
。 

お
仕
事
は
何
年
目
？ 

７
年
目
で
す
。
取
材
と
編
集
を

担
当
し
て
い
ま
す
。 

ど
う
し
て
こ
の
お
仕
事
を
？ 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
に
興

味
が
あ
っ
て
、
東
京
の
専
門
学

校
で
勉
強
を
し
ま
し
た
。 

や
り
が
い
は
？ 

い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
え
て
楽

し
い
で
す
ね
。
自
分
の
知
ら
な

い
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
、
知
識
と
し

て
学
ん
だ
り
吸
収
で
き
た
り
す

る
の
が
魅
力
で
す
。 

大
変
な
こ
と
は
？ 

依
頼
し
た
原
稿
な
ど
が
締
め
切

り
に
間
に
合
わ
な
い
と
大
変
で

す
。 

休
日
は
何
し
て
る
？ 

岡
谷
市
太
鼓
保
存
会
の
鳳
翔
会

に
所
属
し
て
、
８
年
に
な
り
ま

す
。
太
鼓
の
練
習
は
週
３
回
し

て
い
ま
す
。
太
鼓
祭
り
も
参
加

し
ま
す
が
、
今
年
の
お
正
月
は
、

下
社
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
太
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

去
年
も
出
て
い
る
の
で
今
年
は

２
回
目
で
す
。 

趣
味
は
？ 

趣
味
と
い
う
ほ
ど
ま
だ
や
っ
て

い
な
い
の
で
す
が
、
半
年
く
ら

い
前
か
ら
お
茶
を
習
っ
て
い
ま

す
。
取
材
で
お
茶
席
に
出
る
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
何
も

知
ら
な
く
て
…
。
教
養
と
し
て

基
本
的
な
お
手
前
を
知
っ
て
お

き
た
い
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。 

将
来
の
夢
は
？ 

何
で
も
知
ら
な
い
分
野
に
飛
び

込
ん
で
、
向
上
心
を
忘
れ
ず
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
み

た
い
で
す
。 
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Olá a todos! 国際交流員のモリハラ・ダイスケです
　２月11日は日本にとってとても重要な日です。紀元
前660年に神武天皇がこの国の基礎を築いたことを祝
う日です。伝説によれば、日本の基礎は神道の神であ
り、伊邪那岐命（いざなぎのみこと）と伊邪那美命
（いざなみのみこと）の間にできた天照大御神（あま
てらすおおみかみ）が日本を作ったことになっていま
す。 
　これは神話だといわれていますが、ロマンのある美
しいお話ですね。世界には、国のはじまりは、何かし
らの神聖な力によるものだったという話がたくさんあ
ります。例えば、ギリシャ神話の神々や、ローマでの
ロムルスとレムスなど。 
　また、他には、冗談で、“勘違いによって”発見さ
れたといわれている国もあります。1492年、ジェノバ
の船乗りであったクリストファー・コロンブスは、３
隻の船とともにスペインから、中国への新しい航路を

見つける航海に出ました。１か
月以上が過ぎ、彼はアメリカ大
陸の土を踏みましたが、自分は
インドに到着したのだと思い込
みました。 
　その８年後、ポルトガルのリスボンから航海に出た
ペドロ・アルバラス・カバラルは、同じ勘違いをしま
した。1500年４月21日、若きカバラルは大陸を目の前
にし、計算を信じて、自分はついに新しいインド航路
を発見した、と確信してしまいました。実際には、そ
こは現在のブラジルだったのです。彼は自分の発見を
疑うことなく、原住民を“インディアンズ”（インド人）
と名づけました。 
　世界史を振り返ってみると、各地にこのような面白
い話がたくさん出てきます。神聖にはじまった国もあ
れば、単なる“勘違い”で生まれた国もあるのです。 

“建国記念日” 
オラ
 ア 

トドス 


